
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル 支店と担い手金融リーダーの連携による担い手対応

ＪＡ名 ふくおか八女 (福岡県) 

１ 動機 

（経緯） 

当ＪＡでは担い手の様々なご要望に対応するため、農業法人事業の内容に踏み込

んで取組む体制を確立することを目的に、金融課内に農業法人などに出向く担い

手金融リーダーと農業振興課内にＴＡＣ体制（担い手に出向くＪＡ）を配置して

います。 

２ 概要 将来的に地域農業を担っていく農業法人に出向き、農業担い手の意見、要望を収

集する事で、ＪＡ事業に反映させＪＡ事業基盤の充実に貢献していく為、金融課

の担い手金融リーダーと各支店で連携を取りながら情報共有化を図るとともに、

要望への対応や適切な助言・提案を行います。また、農業振興課のＴＡＣ担当者

とも連携しています。 

３ 成果 

（効果） 

月に 2 回以上、農業法人へ訪問を行い、信頼関係の構築・情報収集を各支店と連

絡し情報共有化を図っています。支店へ出向き、担当者と一緒にお客様の融資相

談等の対応を行っています。また、ＪＡバンク アグリエコサポート事業の利子補

給事業・ＪＡバンク 農業所得増大・地域活性化応援プログラム事業のＰＲ活用や

低金利の農業資金を準備し、多様化するニーズに対する適切な対応を行っていま

す。 

４ 今後の

予定（課題） 

日頃の訪問活動の中で信頼関係を構築し、法人先より情報開示をいただく事で、

本決算書より経営状況・財務内容の分析・管理を行い、融資相談後の迅速な対応

ができる体制を整えてまいります。 


